
日本遺産検定3級模擬試験【応用問題】　　　　　問題用紙

Q1.日本遺産「古代人のモニュメント」における古墳では、日本独自の形である前方後円墳をはじめ
として、円墳や方墳が現存している。また、この地域の古墳は日本で唯一である特徴を有している。
その特徴とはどれか。

１．建築物がほとんどない　　２．城館密集地帯である
３．六感を癒すといわれている　　４．全部の古墳が4世紀に造られた

Q2.16世紀頃に始まった南蛮貿易の物資を運ぶ経路として利用され、九州の大動脈として活躍した長
崎街道は、どのような愛称で呼ばれているか。

１．チョコレートロード　　２．ナンバンロード
３．シュガーロード　　４．カステラロード

Q3.綿やイ草などの換金作物を盛んに生産してきた岡山県倉敷は、年間出荷額一位の「○○のまち」
として知られている。○に入る語句は何か。

１．繊維　　２．碧玉　　３．ガラス　　４．ワイン

Q4.忍城の城下町として発展し、多種多様な倉庫が現存する行田は、最盛期には全国シェアの約八割
を誇った「○○のまち」である。○に入る語句は何か。

１．手ぬぐい　　２．頭巾　　３．反物　　４．足袋

Q5.世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」を含む石見地域一帯で行われている伝統芸能で、神
にささげる歌や祭りを指す言葉は何か。

１．神楽　　２．浄瑠璃　　３．カムイミンタラ　　４．灯籠神事

Q6.全長1,400㎞にも及ぶ四国遍路は、世界的にも珍しい「どの場所からでも巡礼を始められる」特徴
を持つ巡礼路である。これを「○○型巡礼路」というが、○に入る語句は何か。

１．循環　　２．回遊　　３．時計　　４．環状

Q7.江戸時代、北海道・東北・北陸と西日本を結んだ西回り航路の発達により、日本経済は大きく繁
栄した。この航路を用いて物資を運んだ商船「北前船」は、「○○」とも呼ばれた。○に入る語句は
何か。



１．動く株式会社　　２．動く総合商社
３．動く流通業者　　４．動く棚卸業者

Q8.八ヶ岳を中心とする中部高地では、多くの黒曜石が確認される。割れ口が鋭く、加工に適したた
め、人々の暮らしに広く用いられた。この中部高地の黒曜石鉱山では、何時代から採掘が始まった
か。

１．旧石器時代　　２．縄文時代　　３．弥生時代　　４．古墳時代

Q9.群馬県館林市は、沼によって人々の文化が育まれた場所である。各沼には特色があり、館林城を
ぐるりと取り囲む「城沼」は特に「○○」と呼ばれた。○に入る語句は何か。

１．実りの沼　　２．里沼　　３．祈りの沼　　４．守りの沼

Q10.北海道の最東部・根室海峡では、漁の傍らで畜産農業も営む”半農半漁”の暮らしが行われてい
た。ここで特に多く獲れた魚は何か。

１．鮭（サケ）　　２．鯨（クジラ）　　３．鰊（ニシン）　　４．鱈（タラ）


